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表紙の写真

発行 /田辺市議会　　編集 /広報委員会　

田辺市議会だより
令和５年

（２０２３年）

11 月号

第４回（ ９月） 定例会
令和５年度田辺市一般会計補正予算などを可決

　10月７日（土）に開催された第 35回
弁慶まつり「弁慶ゲタ踊り」に、田辺市
議会として参加させていただきました。
当日は、企業や各種団体など、計 18団体、
約1,000名の方が踊りに参加されました。
このほかにも様々な催しが行われ、大変
賑やかなお祭りとなりました。
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●
議
案
第
15
号

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

１
億
２
１
４
１
万
７
０
０
０
円

・
旧
二
川
小
学
校
利
活
用
促
進
事
業
補

助
金

　
　
　
　
　

２
０
０
０
万
円

　

旧
二
川
小
学
校
校
舎
等
の
利
活
用
を
促

進
し
、
地
域
の
振
興
を
図
る
た
め
、
私
立

小
・
中
学
校
の
開
校
に
向
け
て
取
組
を
進

め
る
一
般
社
団
法
人
う
つ
ほ
の
杜
学
園
設

立
準
備
会
に
対
し
て
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
寄
付
金
を
活
用
し
補
助
を
行
う
。

・
製
材
施
設
等
生
産
力
高
度
化
支
援
補

助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
０
万
円

　

経
営
の
安
定
化
、
市
産
材
の
消
費
拡
大

及
び
生
産
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
及
び
生
産
効
率
等
に
優
れ
た

省
力
化
設
備
へ
の
転
換
・
導
入
を
行
う
製

材
業
者
等
に
対
し
て
補
助
を
行
う
。

・
林
業
機
械
生
産
力
高
度
化
支
援
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
４
７
０
万
円

　

木
材
生
産
基
盤
の
強
化
及
び
経
営
の

安
定
化
を
図
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

及
び
生
産
効
率
等
に
優
れ
た
省
力
化
機
械

へ
の
転
換
・
導
入
を
行
う
林
業
事
業
体
に

対
し
て
補
助
を
行
う
。

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
耐
震
対
策
事
業
費
補

助
金
の
増
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

７
０
０
万
円

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
及
び
フ
ェ
ン
ス

等
へ
の
転
換
に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て
、

申
請
件
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
補

助
金
を
増
額
す
る
。

・
観
光
交
流
協
定
10
周
年
記
念
事
業
に

向
け
た
取
組

　
　
　
　
　

７
２
３
万
８
０
０
０
円

　

令
和
６
年
度
に
本
市
と
ス
ペ
イ
ン
国
ガ

リ
シ
ア
州
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ

ス
テ
ー
ラ
市
と
の
観
光
交
流
協
定
が
10
周

年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、同
市
を
訪
問
し
、

今
後
の
連
携
の
在
り
方
や
記
念
事
業
の
実

施
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
。

●
議
案
第
24
号

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
２
０
０
万
円

・
長
野
22
号
線
災
害
復
旧
事
業

　
　

７
２
０
０
万
円

　

長
野
22
号
線
災
害
復
旧
工
事
の
施
工
箇

所
に
お
い
て
、
法
面
崩
落
が
発
生
し
た
こ

と
か
ら
、
予
算
を
増
額
す
る
。

●
議
案
第
２
号

田
辺
市
印
鑑
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情

報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業
務
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
に
よ
る
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を

可
能
と
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
。

●
議
案
第
７
号

田
辺
市
体
育
施
設
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

新
た
に
上
の
山
一
丁
目
23
番
１
―
７
号

に
体
育
施
設
を
設
置
し
、
当
該
体
育
施
設

の
使
用
料
の
額
を
定
め
る
と
と
も
に
、
二

川
体
育
館
及
び
わ
か
し
お
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

を
廃
止
す
る
ほ
か
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
。

　　　

令
和
５
年
第
４
回
（
９
月
）
定
例
会
は
、

９
月
６
日
か
ら
28
日
ま
で
の
23
日
間
の
会

期
で
開
催
し
、「
田
辺
市
事
務
分
掌
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
な
ど
、
市
長
提

出
議
案
26
件
を
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決

（
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
同
意
）
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
市
長
専
決
処
分
事
項
な
ど
３
件

の
報
告
を
受
け
た
ほ
か
、
委
員
会
提
出
議

案
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
及
び
各

種
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
議
案
等
15
件

は
、
各
常
任
委
員
会
へ
付
託
し
、
閉
会
中

の
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
９
月
15
日
、
19
日
の

２
日
間
に
わ
た
り
、
６
人
の
議
員
が
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

補
正
予
算

第
４
回
（
９
月
）
定
例
会

主
な
議
案
の
内
容

条
　
例
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件　　名 議決結果

４定報告第１号 専決処分事項の報告について

報告４定報告第２号 令和４年度一般財団法人龍神村開発公社の決算報告について

４定報告第３号 令和４年度有限会社龍神温泉元湯の決算報告について

４定議案第１号 田辺市事務分掌条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

４定議案第２号 田辺市印鑑登録及び証明に関する条例の一部改正について

４定議案第３号
田辺市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の

一部改正について

４定議案第４号 田辺市龍神総合交流拠点施設条例の一部改正について

４定議案第５号 田辺市弁慶広場条例の一部改正について

４定議案第６号 田辺市火災予防条例の一部改正について

４定議案第７号 田辺市体育施設条例の一部改正について

４定議案第８号
工事請負契約の締結について

小泉ポンプ場スクリーンかす設備更新工事

４定議案第９号
工事請負変更契約の締結について

宮谷線道路災害復旧工事

４定議案

第 10 号～ 12 号

（３件）

物品購入契約の締結について

ロールスクリーン・新庁舎用什器備品（デスク・ワゴン）・新庁

舎用什器備品（事務用回転椅子、収納庫及び会議机・テーブル）

４定議案

第 13 号～ 14 号

（２件）

訴えの提起について

４定議案第 15 号 令和５年度田辺市一般会計補正予算（第５号）

４定議案第 16 号 令和５年度田辺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

４定議案第 17 号 令和５年度田辺市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

４定議案第 18 号 令和５年度田辺市介護保険特別会計補正予算（第２号）

４定議案第 19 号 令和５年度田辺市水道事業会計補正予算（第１号）

3

議決結果   第４回（９月）定例会
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一 般 質 問

※
編
集
の
方
針
上
、「
～
だ
」「
～
で
あ
る
」
と
い
っ
た
文
体
に
統
一
し
て
い
ま
す
。

件　　名 議決結果

４定議案第 20 号 令和５年度田辺市特定環境保全公共下水道事業会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

４定議案第 21 号
田辺西牟婁地区消防通信指令事務協議会を組織する地方公共団

体の数の増加及び規約の変更について

４定議案第 22 号 上大中清掃施設組合の解散について

４定議案第 23 号 上大中清掃施設組合の解散に伴う事務の承継に関する協議について

４定議案第 24 号 令和５年度田辺市一般会計補正予算（第６号）

４定議案第 40 号 四村川財産区管理会委員の選任につき同意を求めることについて
同意

（全会一致）

４定議案第 41 号 令和５年度田辺市一般会計補正予算（第７号）
原案可決

（全会一致）
４定発議第１号 田辺市議会委員会条例の一部改正について

  第４回（９月）定例会

※議案番号の前の「４定」は９月定例会を表しています。
※議案第○号は市長提出議案、発議第○号は議員・委員会提出議案です。

議決結果

※    

は
議
員
か
ら
の
質
問
・
意
見
、　  

は
市
当
局
の
答
弁
を
表
し
て
い
ま
す
。

　農繁期における労働力は、地縁・血
縁関係に基づく助け合いや、パート
労働者の雇用等によって確保されてき
た。人口減少や社会構造の変化により
労働力の確保が困難となっている。
　流動的な労働力を確保できる仕組み
づくりが必要と考えるが、市の見解は。
　令和２年度に、ＪＡとの共同で行っ
たアンケート結果を踏まえ、受入環境
の整備として農村地域への農業用トイ
レ施設整備事業を実施し、労働環境の
改善に努めてきた。労働力の確保は、
重要な課題であると認識しており、県
やＪＡ等と連携のもと、実情に即した
対策を検討してまいりたい。

市

議
北田健治議員

味
光
路
を
中
心
と
し
た
本
市
の
飲
食
店
の
現
状
に
つ
い
て

尾﨑博文議員

農
繁
期
に
お
け
る
労
働
力
の
確
保
に
つ
い
て

議

市

　味光路では、徐々に客足が戻ってき
ているが、まだまだ活気が完全に戻っ
たと感じないのが実情。味光路を中心
とした本市の飲食店の現状は。
　大人数での会食の自粛もなくなり、
空いた店舗に新しくオープンする飲
食店も見受けられるなど、客足は戻っ
てきている。一方で、２軒目、３軒目
へと向かう客足は、まだまだ戻ってき
ていないという声を伺っている。
　引き続き魅力あるプランを創造し
ていただき、インバウンド客の方々も
含め、紀伊田辺駅周辺の魅力に気づ
き、にぎわいであふれかえることに注
力いただくことを期待している。

議

市

議
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一 般 質 問

※    

は
議
員
か
ら
の
質
問
・
意
見
、　  

は
市
当
局
の
答
弁
を
表
し
て
い
ま
す
。

市

議

※
編
集
の
方
針
上
、「
～
だ
」「
～
で
あ
る
」
と
い
っ
た
文
体
に
統
一
し
て
い
ま
す
。

市橋宗行議員

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
考
え
る
学
校
制
服
に
つ
い
て

前田かよ議員

乳
幼
児
健
診
に
つ
い
て

加藤喜則議員

夏
場
の
猛
暑
避
難
所
と
高
齢
者
の
移
動
支
援
に
つ
い
て

久保浩二議員

倒
壊
の
危
険
が
あ
る
不
良
空
き
家
に
つ
い
て

　乳幼児健診における虐待相談件数は。
　過去５年間においてそのようなケー
スはない。
　２年前の虐待相談が記録されていな
いことを確認した。なぜ記録しないの
か。
　個別案件についての答弁は差し控え
るが、虐待が疑われる相談があれば必
ず記録している。虐待は最も重大な権
利侵害である。田辺市児童問題対策地
域協議会の中で各機関と連携し適切な
対応に努めており、近年の相談件数は
令和元年度は 88 件、令和４年度は 30
件である。
　県児童相談所への相談は過去最高。
全国で０～３歳児の相談割合は約 20％
を占める。いま一度、現場の体制検証
と指導をすべきである。

　多様な性への配慮から、ジェンダー
レス制服を導入する学校が増えてい
る。制服等の見直しには、生徒が生徒
会で意見表明できるが、性的マイノリ
ティ当事者には周囲の理解不足から
容易ではない。こうした課題に学校は
どう対応するのが望ましいと考えて
いるか。 
　少数の意見や告白しづらい意見等
があることを認識した上で、学校運営
に取り組むことが大切である。性の多
様性への理解及び教育に継続して取
り組み、ジェンダーレス制服について
考える機会を取り上げることも、性の
多様性について学ぶ 1 つのテーマで
あると考える。

　人口減少や高齢化により、今後不良
空き家が一気に増え、防災面での課題
となり得るが、市の対策は。
　現在の対策として、空き家の所有
者や相続人に寄り添い共に解決して
いく伴走型支援により、８年間で 416
件の不良空き家等解体に携わってき
た。しかし、今後の空き家発生数に対
して市が関われる数には限界があり、
これまでの対策とともに、町内会や地
域コミュニティと連携し、放置空き家
の危険性について、デジタルツインな
どの活用によるシミュレーションの
実施や啓発により防災意識の醸成を
図ってまいりたい。
※デジタルツイン：コンピュータ上に再
現した３Ｄモデルのこと

　近年、夏の猛暑が異常な状況にな
っている。政府は来年から熱中症予防
対策で熱中症特別警戒アラートを新設
し、冷房設備を備えた公民館や公的施
設などクーリングシェルター（指定暑
熱避難施設）の設置、開放を求めてい
る。市の対策・対応、取組の進め方は。
　大塚製薬株式会社との協働により健
康会議を立ち上げ、国の計画に基づき、
全国事例も参考に取組を検討してまい
りたい。
　高齢者の通院や買い物、趣味など生
きがいを持てる生活の質を保障するた
めには移動支援が欠かせない。市の認
識は。
　高齢者の移動の利便性など、引き続
き検討してまいりたい。

議

市

議

市

議

議

市

議

市

議

市

議

市
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議 会 の 役 割

私たちは、市民の代表である市長や議員を選挙で選びます。
また、まちづくりにも参加しています。

市議会（議決機関）
　市議会は、快適で住みや
すいまちづくりのため、市
長の提案する事業計画や予
算、条例案などを審議・議
決し、市政に対する一般質
問などで、市が進むべき方
向を決める役割があります。
　また、市民サービス充実
のため、調査研究活動も行
います。

市　民

市長（執行機関）
　市役所は、市民の皆さん
が安心して暮らせるよう、
市民の視点に立ち、能率的
に計画を進めながら、生活
に欠かせないさまざまな仕
事をしています。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

要
望
・
陳
情

市
民
の
声
を
聞
く

請
願
・
陳
情

条例・予算等提案

審議・議決する
市政をチェックする

二元代表制

国・県

意
見
書
等
の
提
出

市議会と市長などの執行機関は、独立・
対等の立場にあり、役割を尊重し合い
ながら市民生活の向上に努めています。
このような仕組みを「二元代表制」と
いいます。

◎そもそも「議会」ってなに？と思っている方も多いはず。議会の役割を説明します。
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議
会
用
語  

解  

説

 

定
例
会

　
定
例
会
は
、
毎
年
決
ま
っ
た
時
期
に
開
か
れ
る
議
会
で
す
。

　

田
辺
市
議
会
の
定
例
会
の
回
数
は
毎
年
４
回
と
条
例
で
定
め
ら
れ
て

お
り
、
３
月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。（
会
期
の

一
部
は
前
後
の
月
に
ま
た
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　

ま
た
、
定
例
会
以
外
の
議
会
と
し
て
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
臨
時
会

を
開
催
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

て
い
れ
い
か
い

田 辺 市 紀 州 梅 酒 に よ る 乾 杯 及 び 梅 干 し の 普 及 に 関 す る 条 例

検 証 部 会 を 設 置 し ま し た ！

　平成 25 年 12 月に制定した「田辺市紀
州梅酒による乾杯及び梅干しの普及に関す
る条例」は田辺市議会として、議員提案に
より制定した初めての政策条例であり、本
年 12 月には条例制定 10 周年を迎えます。
　そこで、この条例制定 10 周年を機
に、 本 市 議 会 自 ら が、 こ れ ま で 10 年
間 に わ た る 実 施 状 況 等 を 具 体 的 に 検
証、深堀りすることにより、全国に誇る
一大梅産地として未来に向かってさら
に実効性を高めていくため、新たにど
ういった取組が求められるのかといっ
たことを主眼に、今後具体的な検討作
業に着手していきたいと考えています。

　 検 証 部 会 委 員（ ８ 名 ）

　  ◎ 安 達 　 克 典
　  ○ 浅 山 　 誠 一
　  　 久 保 　 浩 二
　  　 加 藤 　 喜 則
　  　 谷 　 　 貞 見
　  　 柳 瀬 　 理 孝
　  　 北 田 　 健 治
　  　 市 橋 　 宗 行

◎部会長　○副部会長

市議会本会議の会議録や録画映像は

インターネットからご覧いただけます

田辺市ホームページを検索

会議録検索

田辺市議会をクリック

次のご覧になりたい項目をクリック

閲覧・検索

議会録画配信

ご覧になりたい本会議開催日等を選択

録画映像

※ QR コードからもアクセスできます。
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編 

集 

後 

記

 

広
報
委
員
会

　  

委  

員  

長
　
松
上
　
京
子

　  

副
委
員
長
　
前
田
　
か
よ

　  

委
　
　
員
　
加
藤
　
喜
則

　  

　   

〃
　
　 

尾
﨑
　
博
文

　     

　
〃
　
　 

谷
　
　
貞
見

　     

　
〃
　
　 

北
田
　
健
治

　　

少
子
化
に
と
も
な
い
本

市
の
人
口
減
少
は
、
財
政

収
入
の
減
少
、
地
域
経
済

の
縮
小
、
地
域
力
の
低
下

な
ど
様
々
な
形
で
影
響
が

現
れ
て
い
ま
す
。
自
治
会

は
じ
め
、
子
ど
も
や
老
人

の
会
で
も
担
い
手
不
足
が

深
刻
で
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
に
特
効

薬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
重

要
視
さ
れ
て
い
る
対
策
の

一
つ
が
子
育
て
支
援
で
、

中
で
も
本
市
調
査
で
は
子

育
て
世
代
が
最
も
望
む
の

が
教
育
費
の
支
援
で
す
。

　

本
市
議
会
は
学
校
給
食

費
無
償
化
を
求
め
る
意
見

書
を
政
府
に
提
出
し
て
い

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る

家
庭
の
収
入
減
や
物
価
高

騰
へ
の
対
応
も
あ
り
全
国

で
は
す
で
に
３
割
の
自
治

体
で
無
償
化
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

地
域
を
元
気
に
す
る
た

め
少
子
化
対
策
と
し
て
の

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、

世
代
を
超
え
ご
一
緒
に
考

え
て
い
き
ま
せ
ん
か
？（前

田
）

議 会 活 動 日 誌

次回の「市議会だより」

２月号
（第５回（12 月）定例会の報告）

【  ６日】本会議（１日目）、広報委員会、

　　　　正副委員長会議

【15 日】本会議（２日目）、議会運営委員会

【19 日】本会議（３日目）

【20 日】文教厚生委員会、産業建設委員会

【21 日】総務企画委員会

【28 日】本会議（４日目）、議会運営委員会、

総務企画委員会、産業建設委員会、文教厚生委員会、

広報委員会、新庁舎整備及びまちづくり等特別委員会

９

月

８

月

【29 日】新庁舎整備及びまちづくり等特別委員会

【31 日】議会運営委員会、会派代表者会議

10

月

議会日程の詳細や市議会だよりの内容等
について、ご意見・ご質問等がありまし
たら、田辺市議会事務局までご連絡くだ
さい。

  【連絡先】　田辺市議会事務局
　〒 646-8545　田辺市新屋敷町１
　TEL  0739-26-9940（直通）　　　
　FAX  0739-25-5579　　　　　　　　
　E-mail:gikai@city.tanabe.lg.jp
　田辺市議会ホームページ
　http://www.city.tanabe.lg.jp/gikai/

【10 日】 文教厚生委員会

【12 日】産業建設委員会、文教厚生委員会

【13 日】産業建設委員会、広報委員会

【16 日】総務企画委員会

【17 日】総務企画委員会

　　
　令和５年第５回（12 月）定例会の会期日程（予定）

※ 本会議の開会予定時刻は、11 月 29 日、30 日、12 月 21 日が午後１時、 それ以外は午前 10 時です。

月 日 会議の内容

11
29 本会議１日目（決算審査委員長報告、議案審議、議案の提案説明）

30 本会議２日目（委員長報告、議案審議、採決）

12

11 本会議３日目（一般質問）

12 本会議４日目（一般質問）

13 本会議５日目（一般質問、議案に対する質疑及び委員会付託）

14 常任委員会（付託議案に係る審査）

15 常任委員会（付託議案に係る審査）

21 本会議６日目（委員長報告、議案審議）

第５回（12 月）定例会の会期日程（案）をお知らせします。

日程は諸事情により変更される場合がありますので、傍聴をご希望の場合は、恐れ入りますが、議会事

務局まで日時をお問い合わせください。


